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 eq \o\ad(大陽東洋酸素株式会社,　　　　　　　　　　　)
（コ－ド番号４１０３）

 eq \o\ad(三菱化学株式会社,　　　　　　　　　　　)　

（コ－ド番号４０１０）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日興酸素株式会社の株式売買について

　大陽東洋酸素株式会社（本社：大阪府大阪市西区　取締役社長：川口恭史）と三菱化学

株式会社（本社：東京都千代田区　取締役社長：冨澤龍一）は、三菱化学が所有する日興

酸素株式会社（本社：東京都中央区　取締役社長：吉田昌弘）の株式について、平成１５

年７月３１日付で全株９６９，０００株（発行済株式総数６００万株の１６．２％）を大

陽東洋酸素が譲受けることに合意致しました。

　本譲渡の結果、大陽東洋酸素が所有する日興酸素の株式は３，２０４，５００株（発行

済株式総数の５３．４％）となり、日興酸素は大陽東洋酸素の子会社となります。

　 eq \o\ad(大陽東洋酸素と三菱化学は、従前より大陽東洋酸素を三菱化学グル－プのガス事業の,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
中核として位置づけ、大陽東洋酸素は平成７年１２月に三菱化学所有の日興酸素株式の内１５０万株（発行済株式総数の２５％）を譲り受け、平成１０年９月には三菱化学グル－プ内の株式会社サーンガスニチゴー（旧社名：日合アセチレン株式会社）を、平成１２年９月には日本炭酸株式会社を順次大陽東洋酸素の傘下に統合して販売の集約化を図ってまいりました。

　また、本年３月には三菱化学の黒崎、四日市、水島の各事業所に於いて空気分離設備を用いて製造しているガス酸素・窒素、液体酸素・窒素・アルゴンの製造・販売事業等を鹿島酸素株式会社（新社名：株式会社ティーエムエアー）において譲り受け、同４月には同社を傘下に収め、更なる集約化を図りました。今回の日興酸素の株式譲り受けも、こうした流れの一環として行われるものです。

　 eq \o\ad(今後、大陽東洋酸素と致しましては、日興酸素を大陽東洋酸素グループの関東地区に,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
おける中核販売会社として位置づけ、従来以上に育成・強化していく所存でおります。
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